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島田市の概要

平成28年２⽉９⽇ 第１回総合計画審議会

当日配付資料

新市誕生10周年

島田市は
シティプロモーション
に⼒を⼊れていきます
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島田市緑茶化計画
SHIMADA GREEN Ci-TEA JAPAN

海外向け 国内向け イメージカラー

海外の人に･･･
島田市を知ってもらう
お茶を買ってもらう

国内の人に･･･
島田市を知ってもらう
来てもらう

市内の人に･･･
一緒になって

緑のまちをつくる
お茶を意識する

緑のまちづくり
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このまちに住む人の
「自信」と「誇り」を

呼び起こす
「稼ぐ仕組み」を

つくっていく強い決意

島田市の現況（しまだ、かなや、かわね）

旧島田地区
人口 75,917人

＊一部辺地区域あり

⾦⾕地区
人口 19,407人

・南アルプスを源とする大井川から
の豊かな自然

・東海道の宿場町として発展した由
緒ある歴史

・⽇本有数の茶産地ならではの「お
もてなしの⼼」を大切にする文化

自然・歴史・文化が融合した
わがまちわがまちわがまちわがまち 島田島田島田島田

人口 100,441人 (Ｈ27.12.31現在）
面積 315.78k㎡ (県内５番目）

＊市域の2/3を森林が占め、
新東名より北は⼭間地

財政規模 約370億円
就業別人口 第１次産業 3,841人
(Ｈ22国調) 第２次産業 17,363人

第３次産業 28,252人

川根地区
人口 5,117人

＊全域みなし過疎地域
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島田市の現況（今の島田を知る）
●島田市の人口及び年齢構成の推移の⾒込み…何もしないでいると
●国勢調査に基づいた国⽴社会問題研究所の推計

島田市の現況（今の島田を知る）
●島田市の目標･･･2060年に人口を８万人を維持する。
●島田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンの目標
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島田市の現況 ① 人口減少
●構造的な課題（負のスパイラル）

◆島田市の性別・年齢別人口構成の変遷

昭和55年（1980年） 平成22年（2010年）

島田市の現況 ① 人口減少
●確実に迫ってくる超高齢化社会
◆構造的に⾒えてくるもの

将来(平成52年・2040年)

●高齢者一人を現役世代何人で支えるのか？
65歳以上･･･2.4人に一人を
75歳以上･･･4.3人に一人を

65歳以上･･･1.4人に一人を
75歳以上･･･2.3人に一人を

現状(平成22年・2010年)
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島田市の現況 ② 合計特殊出生率
●合計特殊出生率の推移（出典元：藤枝市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン）

H22の合計特殊出生率
焼津市･･･1.54
島田市･･･1.51
藤枝市･･･1.44
静岡県･･･1.53
全国県･･･1.38

人口置換水準
(⼦どもが減らない合計特殊出生率) 

H25･･･2.07

島田市の現況 ③ 若者の人口流出
●島田市への転⼊者・島田市からの転出者数(Ｈ21〜Ｈ25)の合計
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島田市の現況 ④ 人口減少の推移
●1996年(平成８年)からの人口の自然増減、社会増減の推移

人口減少と年齢構成の変化への対応
島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成27年10⽉策定）の
４つの基本目標
基本目標１ ⽇本で、世界で、稼ぐ産業の創出
【主な施策】
・高速交通網の拠点で稼ぐ（空港周辺、IC周辺のまちづくり、企業誘致など）

・まちの魅⼒を活かして観光で稼ぐ（SLや温泉を活かす、外国人観光客の誘致など)

・新たな付加価値による農林業で稼ぐ（茶の生産基盤強化、ブランド化など)

・地域産業の競争⼒を高めて稼ぐ（起業創業支援、販路開拓支援など)

基本目標２ 島田市に住み、好きになる
【主な施策】
・移住・定住の促進（空き家の活用、移住体験ツアーの開催、30歳の同窓会開催など)

・シティプロモーションによるまちの魅⼒の創造
（都市イメージを確⽴し、戦略的効果的に発信･･･島田市緑茶化計画）
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人口減少と年齢構成の変化への対応
基本目標３ 希望どおり結婚、妊娠、出産し、⼦どもを真ん中に⼦育てする
【主な施策】
・出逢い、恋して、結婚する（出逢いの場づくり、おせっかい人の養成など）

・妊娠、出産する（妊婦の相談体制の確保や保健師の全⼾訪問によるきめ細かな支援)

・⼦どもをまんなかに⼦育てする

・豊かな⼼を持った⼦どもを育成する（教育支援員の充実、相談体制の強化）

基本目標４ 水と緑に囲まれた健康⻑寿の暮らしやすいまちづくり
【主な施策】
・健康⻑寿の促進（健幸マイレージの普及促進、介護予防サポーター等人材育成など)

・地域包括ケアの推進（医療体制の整備、在宅医療のための24時間訪問看護体制など)

・住⺠生活を支える公共交通基盤の整備（高齢者等の外出支援策、大井川鐵道支援)

待機児童（保育園、放課後児童クラブ）をゼロにする
⼦育てコンシェルジュによるワンストップ相談体制の確保
育児サポーター等による援助体制の構築
地域おせっかい人の養成など地域、社会全体で⼦育てを支えるシステムづくり

島田市の主要プロジェクト 新病院建設事業
【平成32年度開院予定 新病院の概要】

① 病院の規模
病床数 一般病床 405床 診療科 外来 30科

回復期病床 40床 院内 33科
② 総事業費 247億円 市と病院で１/2ずつ折半

国道１号BPから⾒る新病院のイメージ図(出典元：新病院基本計画)

●今後のスケジュール
・H27 基本計画完了
・H28 基本設計着手
・H29 実施設計・工事着手
・H32年度中 開院

※基本設計業者の選定にあ
たって、技術提案コンペを
公開にて開催します。

⽇時：３⽉13⽇(⾦)
会場：みんくる
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島田市の主要プロジェクト 島田⾦⾕IC周辺整備事業
平成27年３⽉、地元の人を中⼼に組織された｢新東

名島田⾦⾕ＩＣ周辺まちづくり協議会」がインター周
辺のまちづくり（都市的⼟地利用）のコンセプトをま
とめあげました。それに基づいて、現在、市は実現を
目指して各種調整を⾏っています｡

・全体面積 78ha
うち、緑と水色部分の⼟地

利用を当面進めていく
・課題

農業(農地)との調整

●産業活性化ゾーン
・企業誘致
・６次産業化

●賑わい交流拠点ゾーン
・賑わい施設の整備等

島田⾦⾕IC

H28.2.6(⼟)付 静岡新聞朝刊
島田市、大井川農協、大井川鐵道

㈱、中⽇本高速道路の４者が連携し、
島田⾦⾕IC⻄側付近に、農・海産物
販売所や飲食店を集約した「賑わい交
流拠点施設」を整備する⽅針を固めま
した。

島田市は新東名高架下を無料駐⾞場
(約1,000台分)を整備し、⾞から大
鉄に乗り換える大井川流域、奥大井へ
向かう観光客を出迎える玄関口として
位置づけたいと考えています。

島田市の主要プロジェクト 島田⾦⾕IC周辺整備事業
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島田市の主要プロジェクト 旧⾦⾕中学校跡地利用

島田駅島田駅島田駅島田駅

金谷駅金谷駅金谷駅金谷駅

新金谷駅新金谷駅新金谷駅新金谷駅

おおおお茶茶茶茶のののの郷郷郷郷

旧⾦⾕中学校跡地 5.5ha
賑わい・交流拠点整備

・現在、旧⾦⾕中学校跡地利用に関して、跡地利
用の事業提案コンペが実施されています。

・お茶の郷が本年６⽉に県に移管され、お茶の郷
ミュージアムとして、生まれ変わる予定です。

旧⾦⾕中学校跡地とお茶の郷周辺が茶文化を発信
する世界基準エリアへと生まれ変わります。

島田市の主要プロジェクト (仮称)島田市産業支援センターの設⽴

平成28年度、(仮称）島田市産業支援セ
ンターを設置し、地域産業の活性化に資す
る官⺠一体となった推進体制を構築してい
きます。

島田商工会議所、島田市商工会、島田信
用⾦庫、島田市の４者連携の下、市が設置
者となって、中小企業や新たな創業起業者
をオール島田で支援し、地域経済の活性化
を図っていきます。

【支援メニュー】
・経営相談（販路拡大や新商品開発の支援、公的補助⾦の紹介・斡旋など）

・起業・創業相談
・セミナー・イベントの開催

・各種調査の実施、分析、提供
（各種セミナーや講演会の開催、ビジネスマッチングの場の提供）
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その他･･･今年は６年の一度の年回りです
今年は３年に一度の島田大祭と２年に一度の⾦⾕茶まつりの同時開催
の年です

⾦⾕茶まつり
２年に一度、⾦⾕地区をあげ

て開催されるお茶の祭典です。
総勢1,000人の茶娘による合

同踊りは圧巻です。
（隔年開催/4⽉第2⼟⽇曜⽇）

島田髷まつり
第18回ふるさとイベント大賞

の優秀賞を受賞した祭です。

当市発祥の島田髷を結った約
70名の髷娘が市内を練り歩き、
艶やかな手踊りを披露します。

（毎年9⽉第三⽇曜⽇）

島田大祭「帯まつり」
３年に一度開催される島田大

祭は、元禄の世から約320年間
続いています。

⽇本三奇祭にも数えられる、
島田を代表する催事です。
（3年に一度開催/10⽉中旬）


